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(54)【発明の名称】 側方視型内視鏡の先端部

(57)【要約】
【課題】挿入部先端から突出する処置具の先端を常に観
察することができて、誤突出等のおそれのない安全な側
方視型内視鏡の先端部を提供すること。
【解決手段】処置具１００の先端部分が処置具突出口４
から斜め前方に向けて突出された状態から処置具起上装
置５により側方に向けて起上された状態の全範囲におい
て、処置具１００の先端１００ａが観察窓２を通して得
られる視野範囲Ｖに入るようにした。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】挿入部先端に、側方を観察するための観察
窓が配置されると共に、処置具挿通チャンネルに挿通さ
れた処置具の先端部分を上記挿入部先端から斜め前方に
向けて突出させるように上記観察窓と並んで形成された
処置具突出口と、上記処置具の先端部分を側方に向けて
起上させるための処置具起上装置とが設けられた側方視
型内視鏡の先端部において、
上記処置具の先端部分が上記処置具突出口から斜め前方
に向けて突出された状態から上記処置具起上装置により
側方に向けて起上された状態の全範囲において、上記処
置具の先端が上記観察窓を通して得られる視野範囲に入
るようにしたことを特徴とする側方視型内視鏡の先端
部。
【請求項２】上記処置具の先端部分が、上記挿入部先端
の前方に対して４０°以上の角度をつけて上記処置具突
出口から突出される請求項１記載の側方視型内視鏡の先
端部。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は、処置具起上装置
を有する側方視型内視鏡の先端部に関する。
【０００２】
【従来の技術】側方視型内視鏡においては一般に、挿入
部先端に、側方を観察するための観察窓が配置されると
共に、処置具挿通チャンネルに挿通された処置具の先端
部分を挿入部先端から斜め前方に向けて突出させるよう
に観察窓と並んで形成された処置具突出口と、処置具の
先端部分を側方に向けて起上させるための処置具起上装
置とが設けられている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】上述のような側方視型
内視鏡の先端部においては、処置具の先端部分を処置具
起上装置により側方に向けて起上させると、処置具の先
端が観察窓を通して得られる視野範囲に入ってくる。
【０００４】しかし、従来の側方視型内視鏡において
は、処置具の先端部分を処置具突出口から斜め前方に向
けて突出させた状態では、処置具の先端は視野範囲から
外れた方向に突出し、観察することができないので、誤
って突出させ過ぎて粘膜等を傷つけるおそれがあった。
【０００５】そこで本発明は、挿入部先端から突出する
処置具の先端を常に観察することができて、誤突出等の
おそれのない安全な側方視型内視鏡の先端部を提供する
ことを目的とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段】上記の目的を達成するた
め、本発明の側方視型内視鏡の先端部は、挿入部先端
に、側方を観察するための観察窓が配置されると共に、
処置具挿通チャンネルに挿通された処置具の先端部分を
挿入部先端から斜め前方に向けて突出させるように観察
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窓と並んで形成された処置具突出口と、処置具の先端部
分を側方に向けて起上させるための処置具起上装置とが
設けられた側方視型内視鏡の先端部において、処置具の
先端部分が処置具突出口から斜め前方に向けて突出され
た状態から処置具起上装置により側方に向けて起上され
た状態の全範囲において、処置具の先端が観察窓を通し
て得られる視野範囲に入るようにしたものである。
【０００７】なお、処置具の先端部分が、挿入部先端の
前方に対して４０°以上の角度をつけて処置具突出口か
ら突出されるようにしてもよい。
【０００８】
【発明の実施の形態】図面を参照して本発明の実施例を
説明する。図３は、本発明の第１の実施例の内視鏡の挿
入部先端の平面図であり、図１はそのＩ－Ｉ断面図、図
２はII－II断面図である。
【０００９】挿入部先端に設けられた先端部本体１に
は、観察窓２と照明窓３が前後に並んで配置され、その
横に並んで、処置具突出口４が形成されている。処置具
突出口４の奥の部分には、挿入部内に挿通配置された処
置具挿通チャンネル６の先端が接続されている。
【００１０】図１に示されるように、処置具挿通チャン
ネル６に挿通された処置具１００の先端部分を起上させ
るための処置具起上台５が、処置具突出口４内に傾動自
在に配置されている。
【００１１】そして、軸線方向に進退自在に配置された
操作ワイヤ７を遠隔操作によってＡ方向に牽引すること
により、処置具起上台５が傾動して処置具突出口４から
突出する処置具１００の先端部分が、Ｂで示されるよう
に側方に起上する。
【００１２】処置具１００は、操作ワイヤ７が牽引され
ていない状態で先端部分が処置具突出口４から斜め前方
に突出されるが、その際の突出角度（挿入部先端の軸線
Ｘに対してなす角度θ）は例えばθ＝４０°である。
【００１３】そして、ライトガイド１０を牽引して処置
具起上台５を最大限に傾動させれば、処置具１００の先
端部分が起上前に比べて例えば６０°起上する。その結
果、処置具１００の先端部分は挿入部先端の軸線Ｘに対
して１００°の角度まで起上される。
【００１４】図２に示されるように、観察窓２の奥には
直角プリズムを含む対物光学系８が配置されていて、そ
の対物光学系８による被写体の結像位置にイメージガイ
ドファイババンドル９の像入射端面が配置されている。
照明窓３の裏側には、ライトガイド１０の射出端面が配
置されている。
【００１５】観察窓２を通して対物光学系８によりイメ
ージガイドファイババンドル９の入射端面に結像される
観察像の視野範囲Ｖの画角は、例えば１２０°（側方を
中心として前後に各６０°）である。
【００１６】したがって、処置具突出口４から突出され
る処置具１００の先端１００ａは、処置具突出口４から
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斜め前方に向けて突出された状態から処置具起上台５に
より側方に向けて起上された状態の全範囲において視野
範囲Ｖに入り、常に内視鏡の観察画面において観察され
る。
【００１７】図４は、本発明の第２の実施例の内視鏡の
挿入部先端の平面図であり、図５はそのＶ－Ｖ断面図、
図６はVI－VI断面図である。この実施例においては、観
察窓２と照明窓３とが前述の第１の実施例とは逆の位置
に配置されている他、処置具突出口４のある方を上側と
すると、処置具挿通チャンネル６の出口が先端部本体１
の下半部に配置され、処置具起上台５が上半部に配置さ
れている。
【００１８】その結果、処置具１００の突出角度θを比
較的大きく４０°以上に設定しても、処置具１００の先
端部分を処置具突出口４から滑らかに突出させることが
できる。
【００１９】
【発明の効果】本発明によれば、処置具の先端部分が処
置具突出口から斜め前方に向けて突出された状態から処
置具起上装置により側方に向けて起上された状態の全範
囲において、処置具の先端が視野範囲に入るので、挿入
部先端から突出する処置具の先端を常に内視鏡観察画面
で観察することができ、誤って粘膜をつつく等のおそれ
なく安全に処置具を突出させることができる。
【図面の簡単な説明】
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【図１】本発明の第１の実施例の内視鏡の挿入部先端の
図３におけるＩ－Ｉ断面図である。
【図２】本発明の第１の実施例の内視鏡の挿入部先端の
図３におけるII－II断面図である。
【図３】本発明の第１の実施例の内視鏡の挿入部先端の
平面図である。
【図４】本発明の第２の実施例の内視鏡の挿入部先端の
平面図である。
【図５】本発明の第１の実施例の内視鏡の挿入部先端の
図４におけるＶ－Ｖ断面図である。
【図６】本発明の第１の実施例の内視鏡の挿入部先端の
図４におけるVI－VI断面図である。
【符号の説明】
１  先端部本体
２  観察窓
４  処置具突出口
５  処置具起上台（処置具起上装置）
６  処置具挿通チャンネル
７  操作ワイヤ
８  対物光学系
９  イメージガイドファイババンドル
１００  処置具
１００ａ  処置具の先端
θ  処置具を処置具突出口から突出させる際の突出角度
Ｖ  視野範囲

【図１】
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